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　４月９日（火）、町内の小・中学校、島根中央高
校で平成最後の入学式が行われました。小学校20
人、中学校25人、高校90人の新入生たちは、真新
しい制服に身を包み、これから始まる新たな学校生
活を心待ちにしている様子でした。
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平
成
31
年
度　
町
長
施
政
方
針
（
平
成
31
年
第
1
回
川
本
町
議
会
定
例
会
よ
り
）

第
1
期
総
合
戦
略
の
最
終
年

　
平
成
27
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
総

合
戦
略
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
き
ま
し
て

は
、
２
０
６
０
年
の
目
標
人
口
を
２
，５
０

０
人
と
設
定
し
、
当
面
の
２
０
２
０
年
ま
で

に
社
会
増
減
を
±0
に
す
る
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
昨
今
の
社
会
動
態
を
見
ま
す
と
、
平
成
27

年
度
が
プ
ラ
ス
51
人
、
28
年
度
が
プ
ラ
ス
3

人
、
29
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
21
人
で
あ
り
、
三

年
間
の
合
計
が
プ
ラ
ス
33
人
の
社
会
増
で
あ

り
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
構
成
上
自
然
減
は
、
し
ば
ら

く
続
く
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
31
年
度
は
第

1
期
総
合
戦
略
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
各
事

業
の
成
果
を
具
体
的
に
検
証
し
、
人
口
社
会

増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
業
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

公
民
館
区
ご
と
に
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た

地
区
別
検
討
会
議
を
開
催
し
、
青
写
真
を
示

し
な
が
ら
住
民
意
見
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

区
別
戦
略
発
表
会
や
活
動
報
告
会
の
開
催
を

検
討
し
、
政
策
の
横
展
開
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

弓
市
地
区
魅
力
化
の
取
り
組
み

　
住
民
を
主
体
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

若
い
年
齢
層
を
中
心
に
延
べ
１
５
４
人
に
参

加
い
た
だ
き
、
防
災
を
意
識
し
た
「
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」、
駅
舎
の
活
用
や
商

店
街
の
活
性
を
図
る
「
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
」、
子
育
て
の
公
園
整
備
や
高
校
生
の
居

場
所
を
検
討
す
る
「
子
ど
も
・
若
者
が
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」、
集
い
の
場
を
創
出

す
る
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
多
く
の
活
発
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
全
体
構
想

に
つ
き
ま
し
て
は
、
31
年
度
の
次
期
総
合
戦

略
の
地
区
別
の
計
画
策
定
に
引
き
継
ぐ
こ
と

と
し
、
年
度
内
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
戦
略

を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
す
で

に
、
住
民
主
体
で
活
動
が
具
体
化
し
そ
う
な

グ
ル
ー
プ
も
芽
生
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

31
年
度
予
算
に
は
ソ
フ
ト
面
の
支
援
に
係
る

予
算
化
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
駅
前
の
開

発
整
備
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
い
た
だ
た
子
育
て

世
代
が
集
う
公
園
、
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢

者
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
官
民
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
等
を
視
野
に
入
れ
、
行

政
が
優
先
し
て
行
う
事
業
を
整
理
し
な
が
ら

青
写
真
を
完
成
し
ま
す
。

「
弥
山
荘
」
の
運
営

　
指
定
管
理
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
応
募
者

が
無
か
っ
た
た
め
公
共
施
設
の
管
理
運
営
や

公
的
業
務
を
担
え
る
官
民
連
携
の
新
た
な
団

体
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
て
、
現
在
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
観
光
協
会
業
務
と
弥
山

荘
の
指
定
管
理
業
務
を
モ
デ
ル
的
に
担
い
な

が
ら
、
町
有
施
設
の
様
々
な
可
能
性
を
引
き

出
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
て
施
設
と

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

職
場
の
業
務
改
善

　
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
へ
の
電
気
料
金
過

少
請
求
事
案
の
反
省
を
踏
ま
え
、
一
層
業
務

改
善
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
業
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
前
代
表
監

査
委
員
か
ら
も
「
役
場
内
に
お
い
て
、
組
織

的
に
仕
事
を
行
う
仕
組
み
が
弱
く
、
そ
の
結

果
、
組
織
的
な
ミ
ス
や
非
効
率
が
生
じ
て
お

り
、
早
急
に
改
善
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
指
摘
と
具
体
的
な
提
案
も
受
け
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
そ
の
組
織
的
・
効
率
的
に
仕

事
を
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
大
き
な
テ
ー
マ

と
し
て
、
役
場
内
部
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
4
月
か
ら
前
代
表
監
査
委
員
を
委
員

長
と
す
る
業
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

業
務
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

平
成
31
年
度
一
般
会
計

　
27
年
度
に
策
定
し
た
川
本
町
総
合
戦
略
の

最
終
年
度
と
し
て
、
人
口
対
策
の
目
標
達
成

に
向
け
た
事
業
を
中
心
に
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
50
億
２
，４

４
９
万
4
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
11
億
１

３
７
万
6
千
円
、
28・
１
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
主
な
増
額
の
要
因
は
、
ま
ち
ご

と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
6
億
２
，６

６
９
万
円
の
実
施
、
そ
の
他
新
規
事
業
と
し

て
、
か
わ
も
と
音
戯
館
大
規
模
改
修
事
業

７
，５
０
０
万
円
、
防
災
倉
庫
整
備
事
業
３
，

５
６
０
万
円
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
改
修
事

業
２
，３
０
２
万
円
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
整

備
事
業
２
，２
４
３
万
円
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
整
備
事
業
２
，０
２
２
万
円
等
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
主
な
継
続
事
業
と
し
て
、
携
帯
電

話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
９
，２
９
６
万
円
、

定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
７
，１
９
７
万
円
、

町
道
三
原
三
谷
線
落
石
対
策
事
業
５
，１
３

５
万
円
、
町
道
中
倉
日
向
線
道
路
改
良
事
業

３
，０
０
０
万
円
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
処

理
事
業
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
8
億
６
３

３
万
8
千
円
で
、
前
年
度
比
1
億
９
，４
４

５
万
8
千
円
、
19・
４
％
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
簡
易
水
道
事

業
に
お
け
る
建
設
改
良
費
等
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。
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た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
置
し
て
経
営
管
理

の
状
況
を
把
握
し
経
営
管
理
集
積
計
画
を
策

定
。	

◦
観
光
資
源
の
整
備
と
活
用

　
三
江
線
跡
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ズ

モ
コ
バ
イ
モ
、
合
宿
ツ
ー
リ
ズ
ム
あ
る
い
は

江
川
太
鼓
や
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
と
連
携

し
て
、
川
本
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
構
築

し
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

「
便
利�

で
快
適
に
暮
ら
せ
る�

基
盤
が
整
う
ま
ち
」

◦
定
住
促
進
住
宅
の
整
備

　
本
事
業
に
よ
る
移
住
者
合
計
は
、
4
年
間

で
19
世
帯
・
68
人
。
建
築
場
所
は
未
定
だ

が
、
31
年
度
も
3
棟
を
建
築
予
定
。

◦
公
営
住
宅
の
維
持
管
理

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
神
田
団
地
の
解

体
、
川
本
団
地
や
八
幡
平
団
地
の
屋
上
防
水

工
事
を
実
施
。

◦
道
路
整
備

　
町
道
三
原
古
市
線
の
新
設
工
事
は
、
31
年

度
末
の
全
線
開
通
を
予
定
。
5
年
に
1
回
の

点
検
が
義
務
化
さ
れ
た
橋
梁
点
検
に
つ
い

て
、
31
年
度
か
ら
5
年
間
で
１
２
５
橋
の
点

検
を
行
う
予
定
。

◦
簡
易
水
道

　
30
年
7
月
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
川
本
浄

水
場
及
び
因
原
浄
水
場
の
復
旧
工
事
を
6
月

末
ま
で
に
完
成
予
定
。
今
後
の
浸
水
被
害
に

対
応
す
る
た
め
、
浄
水
場
の
防
水
扉
や
非
常

用
発
電
機
の
か
さ
上
げ
を
予
定
。

「
安
心�

し
て
暮
ら
し
や
す
い�

生
活
環
境
の
ま
ち
」

◦
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

　
災
害
時
の
情
報
収
集
環
境
を
構
築
す
る
た

め
、
避
難
場
所
で
あ
る
各
公
民
館
、
小
中
学

校
体
育
館
、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
、
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
及
び
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
る
役
場
庁
舎
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を

整
備
。

◦
防
災
・
消
防

　

30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、

避
難
誘
導
の
実
践
活
動
や
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
5
月
26
日
、
6
月
9
日
に
災

害
避
難
訓
練
を
実
施
。

　
消
防
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
の
防
火
水
槽

を
木
路
原
、
中
倉
地
区
に
配
備
。

◦
災
害
廃
棄
物
処
理

　
30
年
7
月
豪
雨
災
害
で
罹
災
証
明
に
お
い

て
被
害
程
度
が
「
半
壊
」
以
上
と
認
定
さ

れ
、
生
活
環
境
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
家
屋

の
解
体
撤
去
費
用
助
成
は
、
31
年
度
も
継
続

し
て
対
応
。

「
み
ん�

な
が
健
康
で
安
心
に�

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

◦
高
齢
者
福
祉

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０

２
５
年
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
重
要
課
題
と
考
え

て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
体
制
整
備
を

進
め
る
。

◦
子
育
て
支
援

　
国
は
31
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
を

無
償
化
す
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
が
、
川

本
町
は
4
月
に
繰
り
上
げ
全
世
帯
を
無
償
化

の
対
象
と
す
る
。

◦
健
康
づ
く
り

　
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
及

び
重
症
化
予
防
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
寿
命

の
延
伸
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
医
療
費
や

介
護
保
険
費
用
の
適
正
化
に
つ
な
げ
た
い
。

「
人
と
人
が
支
え
合
う
協
働
の
ま
ち
」

◦
高
校
支
援

　
学
校
魅
力
化
の
一
環
と
し
て
女
子
硬
式
野

球
部
が
創
部
さ
れ
、
入
学
志
願
者
数
が
定
員

数
を
上
回
っ
た
。
県
外
生
に
は
、
卒
業
後
も

関
係
人
口
と
し
て
町
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税

　
7
月
豪
雨
災
害
や
起
業
家
支
援
に
対
す
る

寄
付
な
ど
、
30
年
度
の
寄
附
額
は
３
，０
０

０
万
円
を
超
え
た
。
31
年
度
は
、
寄
附
に
対

す
る
返
礼
業
務
を
㈲W

ill

さ
ん
い
ん
に
委

託
。

◦
選
挙

　
7
月
に
参
院
選
、
2
月
に
は
町
長
選
挙
が

予
定
。

第
5
次
総
合
計
画
に
基
づ
く

主
要
施
策
（
抜
粋
）

「
特
色�

を
活
か
し
た�

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
」

◦
特
産
品
振
興

　
エ
ゴ
マ
は
生
産
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
労
働
力
の
省
力
化
に
向
け
て
機
械
化
の

導
入
に
向
け
て
支
援
。

　
特
別
栽
培
米
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
“
き
ぬ

む
す
め
”
は
、
買
取
価
格
の
支
援
を
引
き
続

き
行
い
、
売
れ
る
コ
メ
づ
く
り
を
推
進
。

　
町
内
産
品
の
直
売
拠
点
で
あ
る
道
の
駅
で

は
、
集
客
効
果
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
地
元
野
菜
の
充
実
の
た
め
に
生
産
講
習

会
な
ど
を
実
施
し
、
生
産
者
の
育
成
と
出
荷

量
の
拡
大
を
推
進
。

◦
新
た
な
森
林
管
理
・
環
境
譲
与
税

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

まちごと魅力化センター（仮）建設地
（旧川本町役場庁舎跡）

　
こ
の
他
に
も
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
各
事
業
、
予
算
・
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
5
月
に
配
布
し
ま
す
『
令
和
元
年
度
あ
な

た
の
た
め
の
ま
ち
の
予
算
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



臨

時

会

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
平
成
31
年
第
1
回
定
例
会
が
3
月
8

日
か
ら
14
日
ま
で
の
7
日
間
開
催
さ

れ
、
三
宅
町
長
の
施
政
方
針
、
谷
川
教

育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述
べ
ら

れ
、
上
程
さ
れ
た
条
例
案
件
9
件
、
予

算
案
件
7
件
、
そ
の
他
案
件
3
件
、
人

事
案
件
10
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
8
名
か
ら
当
面
す
る

町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
先
立
ち
、
予
算
特
別
委
員
会

で
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
最
終
日
、
委
員
長
報
告
の
後
、
採

択
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
1
月
25
日
、
第
1
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
条
例
案
件
2
件
、
そ
の
他
案

件
1
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
報
告
書

予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
高
良　
敏
幸

　
本
委
員
会
は
付
託
議
案
を
審
査
し
た

結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、

会
議
規
則
第
76
条
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
ま
す
。

議案番号 付　託　事　件　名 審査結果

議案第13号 平成31年度川本町一般会計予算 原案可決

議案第14号 平成31年度川本町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第15号 平成31年度川本町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第16号 平成31年度川本町簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第17号 平成31年度川本町農業集落排水処理事業特別会計予算 原案可決

川本町国民健康保険事業特別会計 ４億５千434万８千円

川 本 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １億３千271万３千円

川 本 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １億６千813万５千円

川本町農業集落排水処理事業特別会計 ５千114万２千円

前年度対比
28.1％増

平成31年度一般会計
� 当初予算　50億2千449万4千円
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一　
般　
質　
問

木
村
議
員

　
平
成
26
年
か
ら
29
年
に
か
け
て
4
億

円
を
投
じ
、
大
規
模
改
修
し
た
理
由
に

つ
い
て
問
う
。

瀬
上
教
育
課
長

　

建
設
か
ら
約
20
年
経
過
す
る
た
め
、

音
響
・
照
明
機
器
の
老
朽
化
対
策
、
舞

台
装
置
は
安
全
確
保
対
策
の
た
め
。

木
村
議
員

　

次
期
更
改
は
い
つ
か
？
耐
用
年
数
と

減
価
償
却
の
考
え
は
。

瀬
上
教
育
課
長

　

電
気
設
備
の
耐
用
年
数
は
15
年
。
減

大
畑
議
員

　

人
口
問
題
で
は
、
社
会
増
減
と
自
然

増
減
と
に
分
け
て
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
。
目
標
達
成
に
は
、
社
会
増
減
を
プ

ラ
ス
に
し
、
出
生
数
を
増
加
さ
せ
、
自

然
動
態
の
差
を
縮
め
、
更
に
若
年
層
を

定
着
さ
せ
る
と
い
う
、
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
運
営

に
つ
い
て
問
う
。

瀬
上
教
育
課
長
＝
町
民
が
多
様

な
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

施
政
方
針
の
特
に
重
要
な

点
は
何
か
。

三
宅
町
長
＝
人
口
対
策
、
業
務

改
善
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
考
え
て
い
る
。

し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
や
悠
々
大

学
を
行
っ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦	

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
操
作
免
許
の
取
得

及
び
機
械
整
備
に
つ
い
て
。

◦	

Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
の
普
及
と
消
費
者
へ
の

認
知
度
向
上
対
策
に
つ
い
て
。

石
川
議
員

　
生
涯
学
習
を
通
し
て
高
齢
者
の
方
々

に
心
の
健
康
、
体
の
健
康
、
そ
し
て
、

生
活
し
て
い
く
上
で
の
生
き
が
い
を
提

供
す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

瀬
上
教
育
課
長

　
高
齢
者
に
と
り
ま
し
て
も
生
涯
学
習

は
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
原
動
力
と
な

り
、
生
き
が
い
や
、
や
り
が
い
を
得
る

こ
と
に
繋
が
る
「
学
び
の
場
」
の
一
助

と
な
れ
ば
と
考
え
る
。

　
町
内
3
箇
所
の
公
民
館
で
の
生
涯
学

習
の
状
況
で
す
が
、
趣
味
、
教
養
を
高

め
る
講
座
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

講
座
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
講
座

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
と

本
町
の
生
涯
学
習
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
問
う
。

瀬
上
教
育
課
長
＝
生
き
が
い
の

創
出
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

価
償
却
は
自
治
体
会
計
で
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
引
当
金
を
基
金
に
積
む
こ
と
も

行
っ
て
い
な
い
。

木
村
議
員

　

業
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
か
、
文

化
振
興
係
を
課
に
昇
格
す
る
考
え
に
つ

い
て
問
う
。

瀬
上
教
育
課
長

　

文
化
振
興
係
は
、
か
つ
て
「
室
」
と

し
て
5
名
体
制
。
諸
般
の
理
由
で
体
制

は
職
員
2
名
、
嘱
託
1
名
と
し
て
い

る
。

　
こ
こ
3
年
間
の
社
会
動
態
が
プ
ラ
ス

33
と
い
う
結
果
は
評
価
す
る
が
、
今
年

度
2
月
ま
で
の
出
生
数
が
14
と
い
う
数

字
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
問
う
。

三
宅
町
長

　
14
名
は
ち
ょ
っ
と
少
な
い
と
思
う
。

大
畑
議
員

　

少
な
い
と
い
う
よ
り
、
危
機
的
状
況

で
あ
る
。
来
年
度
は
、
次
期
総
合
戦
略

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
出

生
数
何
人
と
い
う
明
確
な
数
字
を
示
し

て
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
施
策
を
展
開

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
望
む
。

高
良
議
員

　

現
在
、
バ
ス
が
発
着
し
て
い
る
旧
石

見
川
本
駅
は
、
川
本
町
の
玄
関
口
で
あ

り
、
駅
舎
を
含
ん
だ
駅
前
の
活
性
化
は

必
要
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
三
江
線
が
廃
止

さ
れ
、
1
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

1
年
は
短
く
感
じ
る
が
、
待
っ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
跡
地
及
び

資
産
の
活
用
を
問
う
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝

来
年
度
の
予
算
編
成
時
期
に

は
、
一
定
の
方
向
性
を
示
す
。
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島
根
中
央
高
校
支
援
策
を

問
う
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝

効
果
的
な
支
援
を
す
る
。

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
へ

の
電
気
料
金
過
少
請
求
問

題
を
問
う
。

三
宅
町
長
＝
過
少
請
求
の
全
体

額
は
、
メ
ー
タ
ー
未
設
置
等
に

よ
り
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

片
岡
議
員

　

島
根
中
央
高
校
は
、
2
／
3
以
上
の

生
徒
が
県
内
外
の
学
校
か
ら
集
ま
っ
て

い
る
。
平
成
31
年
度
は
、
定
員
を
オ
ー

バ
ー
す
る
入
学
希
望
者
が
あ
っ
た
。
今

年
創
設
さ
れ
る
女
子
硬
式
野
球
部
員
と

男
子
野
球
部
員
を
合
わ
せ
る
と
、
1
学

圓
山
議
員

　
三
原
地
域
に
新
し
く
コ
ン
ビ
ニ
が
で

き
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
何
も
聞
こ
え
な
い
。

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

先
般
2
月
16
日
に
Ｊ
Ａ
三
原
店
舗
の
運

営
（
廃
止
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

利
用
者
の
減
、
売
り
上
げ
の
激
減
に
よ

り
閉
店
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
れ
ば
買
物
弱
者
の
対

応
も
で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
日
常
の
買
物

に
も
困
る
「
買
物
弱
者
」
が
社
会
問
題

新
設
計
画
の
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長
＝
対
応
策

を
考
え
な
が
ら
業
者
側
と
連
携

支
援
し
て
い
く
。

時
は
非
常
に
長
く
感
じ
る
。
そ
の
間
に

も
商
店
等
の
疲
弊
は
進
ん
で
い
る
。
町

長
の
施
政
方
針
の
中
に
あ
る
賑
わ
い
の

街
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
来
年
度
の
予
算
編
成
に
際
し
、

ど
れ
だ
け
の
事
業
と
予
算
を
計
上
す
る

の
か
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検

討
す
る
。
現
段
階
で
は
何
が
必
要
か
議

論
を
進
め
て
い
る
。
今
ま
で
、
行
政
や

団
体
が
作
っ
た
計
画
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
が
、
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
度
は
、
住
民
の
意
見
を
聞

い
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
し
、
最
終
的

に
は
何
が
必
要
か
を
絵
に
描
い
て
予
算

を
計
上
し
て
い
く
。

化
し
て
い
る
。
人
口
流
出
に
拍
車
を
掛

け
る
一
因
で
も
あ
り
、
地
域
振
興
に
一

役
買
う
も
の
で
あ
り
、
対
策
に
悩
む
自

治
体
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
島
根
で
も

出
店
し
て
い
る
。
本
町
で
も
地
元
業
者

と
コ
ン
ビ
ニ
側
で
出
店
の
条
件
な
ど
確

認
中
で
す
が
、
現
段
階
で
は
報
告
で
き

る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。
町
に
よ
る
店
舗

の
土
地
や
建
物
な
ど
、
行
政
側
の
支
援

と
地
元
の
要
望
な
ど
、
住
民
が
集
ま
る

憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
や
産
直
市
な
ど
、
地

域
が
協
力
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
運
営

体
制
を
考
え
て
い
る
。

山
口
議
員

　
メ
ー
タ
ー
の
桁
見
間
違
い
や
未
接
続

年
の
1
／
3
以
上
が
男
女
野
球
部
員
と

な
る
。
川
本
町
も
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
男
女
野
球
部
に
支
援
を
多

く
す
る
方
が
効
果
的
で
は
な
い
か
。
現

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ラ
イ
ト
後
方
が
狭
く
、

多
田
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
残
土
を
利
用
す

れ
ば
、
安
価
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
が

で
き
る
。
高
校
・
県
と
協
議
を
し
て
実

現
を
望
む
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

島
根
中
央
高
校
へ
の
支
援
は
、
従
来

か
ら
の
支
援
は
元
よ
り
、「
ま
ち
ご
と

魅
力
化
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
な
ど
、
町

と
し
て
、
で
き
る
だ
け
効
果
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張

に
つ
い
て
は
、
高
校
と
も
協
議
し
、
今

後
の
課
題
と
す
る
。

に
よ
る
過
少
請
求
総
額
の
推
定
額
は
数

千
万
円
に
上
る
と
思
わ
れ
る
。
血
税
が

湯
水
の
ご
と
く
注
ぎ
込
ま
れ
た
実
際
の

損
害
額
全
体
を
示
さ
な
い
の
は
隠
蔽
で

あ
り
、
納
得
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の

問
題
の
「
組
織
体
制
の
不
備
」
を
招
い

た
原
因
は
何
か
。

三
宅
町
長

　

担
当
者
任
せ
、
不
十
分
な
引
継
ぎ
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
な
ど
の
業
務
の

や
り
方
が
問
題
で
あ
っ
た
。

山
口
議
員

　

一
番
大
き
な
原
因
は
、
町
長
の
管
理

責
任
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
請
求
額
を
全
額
回
収
す
る
こ

と
、
業
務
改
善
を
徹
底
し
、
再
発
防
止

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
島
根
原
発
の
再
稼
働
を
問
う
。

◦
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
を
問
う
。
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春
は
別
れ
と
出
会
い
、
不
安
と
希
望

が
交
錯
す
る
季
節
。

　

こ
の
ほ
ど
、
町
内
の
高
校
、
中
学

校
、
小
学
校
の
卒
業
式
、
保
育
園
の
卒

園
式
に
出
席
す
る
機
会
を
得
た
。
成
長

し
た
子
ど
も
た
ち
の
雄
姿
に
触
れ
、
関

係
教
職
員
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
お

気
持
ち
を
思
う
と
目
頭
が
熱
く
な
り
、

自
分
自
身
の
人
生
に
も
思
い
を
巡
ら
せ

た
。

　
日
米
通
算
４
千
367
安
打
を
放
っ
た
米

大
リ
ー
グ
、
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ

の
イ
チ
ロ
ー
外
野
手
が
引
退
を
表
明
、

28
年
間
の
現
役
生
活
に
終
止
符
を
打
っ

た
。
彼
が
持
ち
続
け
た
向
上
心
や
挑
戦

す
る
姿
勢
は
、
多
く
の
人
の
心
を
揺
さ

ぶ
っ
た
。

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
引
退
会
見
で
「
心

が
折
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」

と
心
情
を
吐
露
し
た
こ
と
に
は
、
あ
の

イ
チ
ロ
ー
選
手
で
さ
え
と
大
き
な
驚
き

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
人
生
を
歩
む

子
ど
も
た
ち
に
は
、
幾
多
の
困
難
が
待

ち
受
け
て
い
て
も
、「
朝
の
こ
な
い
夜

は
な
い
」
と
希
望
を
持
っ
て
乗
り
越
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
「
自
分
が
熱
中
で
き
る
も
の
、
夢
中

に
な
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
見
つ
か
れ
ば
、
自
分
の
前
に
立

ち
は
だ
か
る
壁
に
向
か
っ
て
い
け
る
」

と
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
子
ど
も
た
ち
に
贈
り
た
い
。（
Ｙ
）

編　
集　
後　
記�　

�
植
田
議
員

　

人
口
2
千
人
台
で
も
継
続
し
、
耐
え

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
弓
市
地
区
は
、

行
政
と
し
て
主
体
的
に
ま
た
、
早
急
に

策
を
打
ち
続
け
な
け
れ
ば
10
年
後
に

は
、
弓
市
の
持
つ
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
の
機
能
が
消
滅
し
、
暮
ら
し
に

く
い
街
に
な
る
。
今
後
、
担
当
課
と
し

て
ど
の
よ
う
な
具
体
策
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
弓
市
地
区
は
本
町
の
中
心
と
し
て
栄

え
た
地
区
で
あ
り
、
地
区
の
衰
退
は
町

全
体
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
弓
市
魅
力
化
検
討
を
総
合
戦
略
に

反
映
し
、
住
民
と
共
に
自
ら
の
課
題
で

あ
る
と
の
危
機
感
を
持
っ
て
実
施
す
る

こ
と
が
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

人
口
２
千
人
台
に
対
応
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
問
う
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝

特
色
を
活
か
し
た
計
画
を
策
定

す
る
。

植
田
議
員

　

昨
年
、
7
月
豪
雨
で
川
本
堤
防
が
、

あ
と
70
㎝
で
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
そ
う
な
れ
ば
ど
の
よ
う
な
策
を

打
っ
て
い
て
も
、
二
度
と
立
ち
直
れ
な

い
。
Ｊ
Ｒ
三
江
線
跡
地
を
活
用
し
、
堤

防
の
強
靭
化
を
図
り
、
川
本
波
多
線
の

バ
イ
パ
ス
と
す
る
こ
と
を
喫
緊
の
課
題

と
し
た
政
治
活
動
を
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
自
治
功
労
者

　
　
議
員
表
彰
（
在
職
15
年
以
上
）

　
議
長　
飯　
田　
武　
則

　
　
議
員
表
彰
（
在
職
15
年
以
上
）

　
議
員　
大　
畑　
茂　
久

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

平
成
30
年
度
川
本
町
議
会

行
政
視
察
研
修

　
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町
の
農
業
振
興

の
取
り
組
み
と
山
口
県
周
南
市
の
道
の

駅
「
ソ
レ
ー
ネ
周
南
」
の
運
営
に
つ
い

て
、
平
成
31
年
2
月
6
日
～
7
日
に
行

政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
町
と
同
じ
く
中
山
間
地
域
に
位
置

す
る
香
春
町
に
お
い
て
は
、
農
業
塾
の

開
設
、
鳥
獣
対
策
、
農
地
バ
ン
ク
制
度

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
周
南
市
の
道
の

駅
「
ソ
レ
ー
ネ
周
南
」
で
は
、
生
産
者

と
の
連
携
・
仕
組
み
に
つ
い
て
の
運
営

を
定
め
て
い
る
な
ど
の
事
例
を
視
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
農
業
振
興
の

大
切
さ
、
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
、
有
意
義
な
2
日
間

の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

7
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広
報
で
振
り
返
る
『
平
成
川
本
史
』①

　
　
　
～
平
成
元
年
か
ら
平
成
３
年
～

新
た
な
元
号
「
令れ
い
和わ

」

　

平
成
31
年
4
月
1
日
（
月
）、
政
府
は
、

今
年
5
月
1
日
に
新
た
な
天
皇
陛
下
の
即
位

に
伴
う
新
元
号
を
「
令れ
い
和わ

（REIW
A

）」
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
「
令
和
」
は
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の

和
歌
集
・
万
葉
集
の
中
に
あ
る
、

“
初し
ょ

春し
ゅ
んの
令れ
い

月げ
つ

に
し
て

　
気き

淑よ

く
風か
ぜ

和や
わ

ら
ぎ

　
梅う
め

は
鏡
き
ょ
う

前ぜ
ん

の
粉こ

を
披ひ
ら

き

　
蘭ら
ん

は
珮は
い

後ご

の
香こ
う

を
薫か
お

ら
す
”

と
い
う
文
言
か
ら
引
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
令
和
」
に
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄

せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

31
年
続
い
た
「
平
成
」
も
残
り
わ
ず
か
。

新
た
な
元
号
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
先
、こ
の
国
が
こ
の
町
が
、

明
る
く
穏
や
か
で
平
和
な
日
々
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

【
改
元
に
伴
う
元
号
に
よ
る

�

年
表
示
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
】

　
川
本
町
で
は
、
改
元
日
の
5
月
1
日
以
降

に
町
か
ら
発
行
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
新
元
号
の
「
令
和
」
を
用
い
ま
す

が
、
改
元
前
の
平
成
31
年
4
月
30
日
ま
で
に

作
成
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
5
月
以
降
の

日
付
で
あ
っ
て
も
引
き
続
き
「
平
成
」
を
用

い
ま
す
。

　
4
月
30
日
ま
で
に
町
か
ら
発
送
し
た
公
文

書
や
納
税
通
知
書
の
納
期
限
、
保
険
証
、
契

約
書
な
ど
で
「
平
成
」
と
表
記
し
た
日
付
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
律
上
の
効
果
は
何

ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
令

和
」
に
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成元年12月号平成２年５月号平成３年４月号

　国道261号線に架かる川
下橋が完成し、平成元年11
月24日に開通式が行われま
した。
　昭和58年から進められた
工事で、三代目となります。

　三島にある川本町民球場
のナイター設備が完成。平
成２年４月２日に、川本ス
ポ少vs川本西スポ少の開幕
記念試合が行われました。

　川本西小学校（現・川本
町学習交流センター）が建
て替わり、平成３年４月か
ら新校舎での学校生活がス
タート。
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自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

各
種
医
療
証
等
の
改
元
対
応
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税
制
」
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
5
月
31
日
で

す
。

　
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
納

付
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
夜
間

や
休
日
で
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
納
税
通
知
書
発
送
日

　
5
月
7
日
（
火
）

■
納
付
場
所
・
方
法

　

	

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
）

【
問
】
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　

 
収
納
管
理
課

�
☎
０
８
５
５

－

29

－

５
５
２
２

　

２
０
１
９
年
5
月
1
日
の
改
元
に
あ
た

り
、
新
元
号
表
記
の
各
種
証
を
次
の
と
お
り

随
時
送
付
し
ま
す
。

　
新
し
い
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
現
在
お
持

ち
の
証
と
差
し
替
え
て
い
た
だ
き
古
い
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
い
証
が

お
手
元
に
届
く
ま
で
は
、
現
在
お
持
ち
の
証

を
引
き
続
き
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

■
乳
幼
児
等
・
子
ど
も
医
療

　
5
月
中
に
送
付

■
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

　
8
月
更
新
時
に
送
付

■
福
祉
医
療

　
10
月
更
新
時
に
送
付

■
そ
の
他
の
証
・
証
書

　

	　
現
在
お
持
ち
の
証
を
引
き
続
き
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課�

☎
72

－

０
６
３
３

　
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

で
、
低
燃
費
及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の

基
準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ
の
満
た
す
基

準
に
応
じ
て
、
税
額
が
約
75
％
又
は
50
％
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
経
過
し

た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ

リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
約
15
％
（
バ

ス
・
ト
ラ
ッ
ク
等
は
約
10
％
）
加
算
（
重

課
）
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、

島
根
県
西
部
県

民
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
】
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　

 

不
動
産
・
自
動
車
課
税
課

�

☎
０
８
５
５

－

29

－

５
５
２
１

〈
日
本
脳
炎
Ⅱ
期
ご
案
内
の
方
へ
〉

　
平
成
30
年
度
に
中
学
1
年
生
・
高
校
3
年

生
（
平
成
17
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4

月
1
日
生
・
平
成
12
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

13
年
4
月
1
日
生
）
の
Ⅱ
期
予
防
接
種
対
象

者
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
31
年

度
も
継
続
し
て
接
種
可
能
で
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
対
象
者
の
方
へ
〉

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
、
10
月

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
併
せ
て
ご

案
内
し
ま
す
。
対
象
の
方
で
10
月
以
前
の
接

種
を
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
年
齢

　
平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に

な
ら
れ
る
方
（
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
以
上
）

【
問
】
健
康
福
祉
課�

☎
72

－

０
６
３
３
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平成31年度狂犬病予防集合注射の実施について
　犬を飼っている方は、年に１回、飼い犬に対し狂犬病予防注射を受けなければなりません。川本町
では、地域を巡回し「狂犬病予防集合注射」を実施します。詳しい日時・場所は後日送付するハガキ
でご確認ください。

○狂犬病予防集合注射日程
　平成31年５月28日（火）～30日（木）
○動物病院で注射を受けた場合
　「注射済票」をお渡ししますので、町民生
活課までお越しください。
※	狂犬病予防注射済証と手数料550円が必要
です

○飼い犬登録のお願い
　飼い犬登録（生涯１回）がまだの方は、町
民生活課で登録申請をしてください。「鑑札」
をお渡しします。
※手数料3,000円が必要です

○飼い犬のマナーを守りましょう
・フンの後始末をしましょう
　フンを持ち帰るなどきちんと処理し、その
場に放置することがないようにお願いし
ます。
・放し飼いはやめましょう
　放し飼いは島根県条例で禁止されていま
す。人に危害を加えたり、迷子になったりす
る恐れもありますので、絶対に行わないよう
ご協力をお願いします。

� 【問】町民生活課　☎72-0632

全国戦没者追悼式の参列者を募集します
　島根県では、先の大戦により亡くなられた方に追悼の誠をささげ、平和を祈念するため、政府主催によ
り実施される「全国戦没者追悼式」式典に、島根県遺族代表として参列していただく方を募集します。

■と　き　平成31年８月14日（水）～15日（木）
　　　　　※１泊２日（式典は15日）
■ところ　日本武道館
	 （東京都千代田区北の丸公園２番３号）
■対　象（以下の全てを満たす県内在住の方）
　⑴	　日華事変（昭和12年７月７日）以降の軍
人・軍属等戦没者の遺族

　⑵	　戦没者の遺族である配偶者、子、父母、兄
弟姉妹、孫、甥姪、曽孫、子・兄弟姉妹・
孫・甥姪の配偶者

　　	　18歳未満の遺族（平成31年８月15日時点）
とその保護者

　⑶	　健康状態良好で、２日間の団体行動に耐え
られる方（介助者なしで行動が可能であるこ
と）

　※	これまでに追悼式に参列したことがない方を
優先します

　※	戦没者１名につき１名の参列を原則としま
す。（子・兄弟姉妹の配偶者が夫婦で参列す
る場合及び18歳未満遺族とその保護者が参
列する場合を除く）

■参加費
　	　松江市を起点とした東京までの往復運賃と宿
泊費は公費で定額助成します。
　	　その他の費用は自己負担となります。（参加
費は無料ではありません）
■申込期限　平成31年５月28日（火）
■応募方法
　	　町民生活課において、備え付けの申込書でお
申し込みください。
■その他
　⑴	　全応募者の中から続柄、年齢等を考慮のう
え県で選考いたします。（先着順ではありま
せん）

　⑵	　参列については、一般財団法人島根県遺族
連合会が主催する旅行団により実施し、集合
から解散まではすべて団体行動となります。

　⑶	　参列が決定してから辞退されると、時期に
よってはキャンセル料を支払っていただく場
合があります。あらかじめご了承ください。

　⑷	　選考結果は、７月中旬ごろ島根県高齢者福
祉課よりお知らせします。

【問】町民生活課（申込書提出先）　☎72-0632
　　 島根県高齢者福祉課　高齢社会・恩給グループ　☎0852-22-5240
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地域おこし協力隊　着任

地域おこし協力隊　退任

和わ

木き　
麻ま

佑ゆ

子こ�

さ
ん

（
商
店
活
性
化
支
援
）

平
成
28
年
９
月
～
平
成
31
年
３
月

　
本
年
3
月
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
空

き
店
舗
利
用
者
等
の
起
業
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
企
画
・
運
営
、
町
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

任
期
中
は
、
町
内
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
人
の
温
か
さ
を
改
め
て
感
じ
た
期
間
で

し
た
。
川
本
町
で
の
経
験
を
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
川
本
町
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
4
月
1
日
着
任

須す

崎さ
き　
開か
い
人と�

さ
ん

　
東
京
都
出
身

（
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
私
は
、
高
校
3
年
間
を
『
し
ま
ね
留
学
生
』
と
し
て
、
島
根
中
央
高
校
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
島
根
で
の
生
活
に
慣
れ
た

の
か
、
東
京
の
人
の
多
さ
、
電
車
で
大
学
に
通
う
と
い
っ
た
、
都
市
部
で
は
当
た

り
前
の
生
活
が
不
慣
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
就
職
す
る
な
ら
田
舎
が
良
い
な
と
思

い
、
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
川
本
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
31
年
4
月
1
日
着
任

野の

澤ざ
わ　
友と
も
裕ひ
ろ�

さ
ん

　
茨
城
県
出
身

（
農
業
研
修
生
）

　
エ
ゴ
マ
の
栽
培
技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
土
づ
く
り
や
加
工
に
つ
い

て
も
一
つ
ず
つ
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
家
族
と
し
て
、
川
本
町
に

ゆ
っ
く
り
根
を
下
ろ
し
て
い
け
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川か
わ
村む
ら　
恵え

梨り

奈な�

さ
ん

（
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

平
成
29
年
1
月
～
平
成
31
年
3
月

　
島
根
中
央
高
校
の
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
生
徒
の
地
域
活
動
支

援
、
生
徒
募
集
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
学
校
と
地
域
を
ど
の
よ
う
に
つ

な
ぐ
か
」
を
日
々
考
え
な
が
ら
過
ご
し
た
2
年
3
カ
月
を
振
り
返
る
と
、「
生
徒

の
想
い
」
が
学
校
と
地
域
を
つ
な
い
で
く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
生
徒
と
地
域
へ
出
か
け
る
た
び
に
、
私
自
身
も
川
本
町
の
皆
様
の
温
か
さ
に
励

ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
川
本
町
へ
帰
る
折
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
お
礼
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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川本町の四季折々の自然や景色を楽しむことがで
きる『かわもとウォーキング“春”』が、3月17日
（日）に開催されました。
今回は、悠邑ふるさと会館をスタートし、谷戸の
イズモコバイモ群生地を目指すコースでした。当日
は、あいにくの雨で肌寒く感じる気候でしたが、参
加された方々はそれぞれのペースで道中の景色や空
気を楽しみました。
ゴール後は、地元団体の方々にご用意いただいた
温かい昼食と、見ごろを迎えたイズモコバイモを満
喫しました。

小雨の降る中ウォーキング

かわもとウォーキング“春”3/17
㈰

３月１日から31日まで「春の妖精	イズモコバイ
モ祭り2019」が、群生地のある谷戸地区で開催さ
れました。期間中には約1,800人もの方々が来町さ
れ、川本町の春の訪れを告げる可憐な花を楽しみま
した。
また、三瓶自然館サヒメルから学芸員の方をお招
きし、学習会・観察会も行われました。現地では、
温かいうどんや手づくりの花寿司、町の特産品の販
売なども行われ、多くの人で賑わいました。
イズモコバイモ群生地は、地元谷戸地区の方々の
手によって、年間を通じた保全活動により大切に守
られています。

今年も多くの方にご来町いただきました

イズモコバイモ
学習会・観察会

3/24
㈰

毎年行っているピアノリレーコンサートに加え、
今年はゲスト奏者のリサイタルを同時開催した『か
わもと春の音楽祭』が、悠邑ふるさと会館・大ホー
ルで開催されました。
ゲストのケンバニスト・塚

つかたに

谷水
み な こ

無子さんによる
“親子で楽しむピアノコンサート”では、客席を
ステージ上に設け、ピアノのすぐそばで生演奏を
聴けるという形式で行われました。また、ピアノだ
けでなく、子どもたちにも身近なピアニカの演奏を
披露するなど、演奏する楽しみを伝えていただきま
した。

間近で感じるプロの演奏

かわもと春の音楽祭3/21
㈭㈷

島根中央高校吹奏楽部による恒例の『チャリ
ティーコンサート』が、悠邑ふるさと会館・大ホー
ルで開催されました。
3部構成となったステージでは、吹奏楽の定番曲
から日本のポップス、保育所児童によるダンス曲な
どを演奏しました。さらには、歌や生徒たちで考え
た創作劇など、バラエティーに富んだ内容で訪れた
人々を楽しませました。
また、卒業した3年生に思い出の歌を送り、生徒
たち自身も最後の演奏を楽しみました。

卒業した３年生と最後の演奏

島根中央高校吹奏楽部
チャリティコンサート

3/24
㈰



13

JR三江線は平成30年3月31日の運行を最後に廃
線となりました。あれからちょうど1年となる3月
31日（日）、旧石見川本駅を会場に『レールフェス
ティバル』が開催されました。
レールバイク乗車やミニトレイン乗車、鉄道グッ
ズ販売、カフェマルシェ、縁日コーナーが設けられ
ました。
会場には、県内外から家族連れや三江線の廃線を
惜しむ鉄道ファンの方々が多く訪れ、久しぶりの駅
の賑わいを楽しんでいました。

廃線から1年経っても愛される三江線

レールフェスティバル3/31
㈰

小学生や在宅児親子を対象に、読書に慣れ親し
んでいただく機会にと『春のわくわくおはなし会』
が、悠邑ふるさと会館・マルチホールで開催されま
した。
読み聞かせボランティアグループの方々による絵
本の読み聞かせやパネルシアターに、春らしくピン
クの色紙を花びらのようにちぎって画用紙に貼り、
桜の木を作りました。
かわもと図書館では、お子さんの年齢に応じた
様々な本を取り揃えていますので、ぜひご来館くだ
さい。

絵本の世界を楽しみました

春のわくわくおはなし会4/5
㈮

島根中央高校女子硬式野球部が創部
　
平
成
31
年
4
月
9
日
（
火
）、
今
年
度
創
部
さ
れ
た
島
根
中
央
高
校
女
子

硬
式
野
球
部
の
初
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
学
式
が
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
午
後
、
部
員
12
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合

し
ま
し
た
。
創
部
1
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
部
員
全
員
が
新
入
生
、
監

督
は
、
学
生
時
代
か
ら
野
球
経
験
の
あ
る
大お
お
く
ら倉
史し

ほ

り
帆
里
さ
ん
が
指
揮
を
執
り

ま
す
。

　
島
根
県
内
の
高
校
で
は
初
と
な
る
女
子
硬
式
野
球
部
の
、
今
後
の
活
躍
に

期
待
で
す
。

夏に兵庫県で行われる全国大会での
勝利を目指します

大倉史帆里監督
「公式戦で１つでも多く勝ちたいです」

いよいよ女子公式野球部が始動

硬式野球部総監督として、新田監督が
就任されサポート
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　筋肉は、骨・関節・神経などと同様に身体運動に関わる運動器の一つです。運動器の機能が低下
し、つまづいたり転倒するなどしてしまうことで、生活機能の低下につながる可能性もあります。
　このページでは、ご自宅で手軽にできる効果的なトレーニングを紹介していきます。

肩のトレーニング
　肩を鍛えることで、高重量を扱えば丸みのある盛り上がった肩になり逆三角形の身体つきを目指
すこともでき、また軽い重量を丁寧に回数多く鍛えれば肘から肩までのラインをシャープに保つこ
とができます！	

　肩の筋肉は上半身の中でも最
大の体積を持つ筋肉で、三角筋
を鍛えると基礎代謝を上げやす
くなります。基礎代謝が上がれ
ば、何もしなくても消費カロ
リーが増えるので自然と痩せや
すい身体になっていき、無駄な
脂肪を減らせます！

◇田井コラム◇
　皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の田井です。皆さんの温かい応援と健康やスポーツに対する意識
の高まりのおかげで、川本町で2年目の生活をスタートさせる事が出来ました。お礼申しあげます。
　さて今年から！好評頂いておりました田井トレを毎月お送りさせて頂きます。トレーニングについてお
悩みの方のお力になれれば幸いであると同時に、おとぎ館トレーニングルームにお越しになる１つのきっ
かけになればと考えております。引き続きどうぞお楽しみください。今年も宜しくお願い致します！

自宅でできる　田井トレ

その他、トレーニング効率を高めるためのマル秘ポイントがあります！
ぜひ、おとぎ館トレーニングルームにお越しください。無料講習会、パーソナルトレーニング（有料）
など各種受け付けています。� 地域おこし協力隊（健康運動実践指導者）　田井　誠　☎72-3080

胸を張って肘をしっかり上げる

肘が下がり猫背になっている

OKOK

NGNG

～トレーニングのポイント～

①スタートポジションは「小さく前に
習え」をするときのイメージで、脇に
肘を付けて90度くらいに曲げておき
ます。トレーニングに慣れている方
は肘は軽く曲げる程度で構いません。

②肩を上にあげて首をすくめるとい
うよりは、肘を上に上げていく意識
で行います。肩のトレーニングです
が、フォームの意識としては肘に注
目します。

③肘が伸び切らないようにしながら
身体の側方にダンベルを上げます。
呼吸は止めずに、息を吐きながら小
指から上げる意識を持つのがポイン
トです。
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４
月
９
日
（
火
）
島
根
中
央
高
校
第
13
期
生
90
名
が
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
代
表
し

て
森
田
翔
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）
が
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
最
後
の
入
学
式
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
っ
そ

う
心
に
残
る
入
学
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

次
は
、
新
入
生
（
川
本
中
出
身
）
の
皆
さ
ん
の
声
で

す
。【

石
川
　
陽
樹
さ
ん
】

　
新
し
い
環
境
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

【
野
口
　
月
華
さ
ん
】

　
同
級
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
い
ろ
ん
な
人
と
お
話

が
で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

【
松
岡
　
華
加
さ
ん
】

　
島
根
中
央
高
校
で
、
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
充

実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。
勉
強
や
部
活
動
も
頑

張
り
た
い
で
す
。

【
湯
浅
　
敬
翔
さ
ん
】

　

勉
強
と
部
活
動
の
両
立
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま

た
、
新
し
い
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
活
動
を
は
じ
め
、
様
々
な
面

で
生
徒
が
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
３
月
14
日
（
木
）
ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
の
成
果

発
表
会
を
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル
お
よ
び
マ
ル
チ

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
教
育

大
臣
が
見
学
に
来
ら
れ
多
く
の
皆
様
の
前
で
発
表
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
、
ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学

習
は
2
年
生
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
生
徒
が
年
間
を

通
じ
て
地
元
の
事
業
所
で
就
労
体
験
を
行
う
学
習
で
す
。

は
じ
め
は
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
自
ら
の

役
割
を
考
え
、
進
ん
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

励
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
の
締

め
く
く
り
と
な
る
本
発
表
会
で

は
各
国
大
臣
の
急
な
質
問
に
も

対
応
で
き
る
力
が
身
に
つ
い
て

い
た
こ
と
に
、
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
1
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
業
所

の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
部
長
の
上
坂
優

菜
さ
ん
の
言
葉
で
す
。「
片

岡
先
生
を
迎
え
て
初
め
て
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
が
、
私
た
ち
ら
し
い

明
る
く
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」

ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
成
果
発
表
会

吹
奏
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

平
成
31
年
度
入
学
式

　
　
　
13
期
生
90
名
が
入
学
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館

No.264

2019年
４月号

《一 般 書》
風薫る
　新緑の季節です。
　心も体もリフレッシュできる�
本の展示です。

《児 童 書》
子どもの読書週間おすすめの本
～何度でも読みたくなる本～
だーいすきおかあさん

５月の展示テーマ 木
曜
日
の
子
ど
も

�

重
松
清	

著

�

K
A
D
O
K
A
W
A

う
ち
の
レ
シ
ピ

�

瀧
羽
麻
子	

著

�

新
潮
社
刊

小
さ
な
空
間
を
生
か
す

素
敵
な
庭
づ
く
り

�
山
元
和
実	

監
修

�
成
美
堂
出
版

ち
ゃ
め
ひ
め
さ
ま
と

お
し
ろ
の
お
ば
け

�

た
か
ど
の
ほ
う
こ	

作

�

佐
竹
美
保	

絵

�

あ
か
ね
書
房

た
の
し
い
ま
き
ば
の
イ
ー
ス
タ
ー

�

ロ
イ
ス
・
レ
ン
ス
キ
ー	

作
・
絵

�

佐
藤
淑
子	

訳

�

徳
間
書
店

お
い
せ
ま
い
り
わ
ん
こ
ろ
う

�

あ
お
き
ひ
ろ
え	

文

�

長
谷
川
義
史	

絵

�

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

一　

般　

書

児　

童　

書

新�

刊�

案�

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

おでかけ図書館デー
５月８日（水）北公民館
５月14日（火）西公民館
健康福祉課の健康相談にあわせて行います。

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
５月24日（金）10：00～11：30
　読みがたり　移動図書館

子ども読書週間（４月23日～５月12日）の関連事業
子ども体験教室　～給食の人気メニューの巻き～を開催しました
　１年生の国語「サラダでげんき」（角野栄子作）に登場するサラダ作りを楽しみました。
　川本小学校の栄養教諭が考案しレシピ化され給食の人気メニューでもある「りっちゃんの元気サラ
ダ」作りをしました。
　角野栄子さんの「おだんごスープ」作りにも挑戦しました。

休館日のおしらせ ４月29日月～５月７日火

４月23日
川本町読書の日

こどもの
読書週間
４月23日～
　５月12日

川本町では、この日を川本町読書の日に指定しています。
メディアから離れ本で親子のふれあいを！
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６
月

　
７
月

大
ホ
ー
ル

１日
㈯

西部地区吹奏楽祭
開　場／９：30　開　演／10：00
料　金／無料

　島根県西部地区で毎年開催される吹
奏楽祭です。
　入部したての１年生にとっては初の
大舞台で、緊張感と楽しさが入り交じる若さあふれる演奏をお楽しみください！
◇出　場／県西部の中学校、高等学校吹奏楽部、大学・一般吹奏楽団
◇主　催／島根県吹奏楽連盟

川本町役場閉庁日　
悠邑ふるさと会館・かわもと図書館休館日のお知らせ

平成31年4月27日（土）から5月7日（火）までの川本町役場、悠邑ふるさと会館、かわもと図書館の閉庁・
休館については以下のとおりとなります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

悠邑ふるさと会館催し物案内

７日
㈰

陸上自衛隊 第13音楽隊コンサート
開　演／14：00（15：30終演予定）
料　金／無料（整理券等は必要ありません）

　３年ぶりとなる音楽隊コンサート。今回も広島県海田町
から第13音楽隊の皆さんにお越し頂きます。
　自衛隊ならではの規律ある雰囲気と、企画に富んだパワフルな演奏をお楽しみくだ
さい。
◇主　催／川本町、川本町教育委員会
◇主　管／自衛隊島根地方協力本部

〇：通常どおり
×：閉庁・休館

4月 5月
27日
(土)

28日
(日)

29日
(月)

30日
(火)

1日
(水)

2日
(木)

3日
(金)

4日
(土)

5日
(日)

6日
(月)

7日
(火)

川本町役場 × × × × × × × × × × 〇
悠邑ふるさと会館 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × × ×
かわもと図書館 〇 〇 × × × × × × × × ×
※役場では休日中でも戸籍の届出（婚姻届、死亡届など）の受付はできます
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募　
集

平
成
31
年
度
島
根
県
立
西
部
高
等
技

術
校
公
共
職
業
訓
練
受
講
生

『
基
礎
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
＆
経
理
マ
ス

タ
ー
科
』（
定
員
：
15
名　
託
児
あ
り
）

○�

対
象
：
求
職
者（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

「
受
講
指
示
」「
受
講
推
薦
」又
は「
支
援

指
示
」を
受
け
ら
れ
る
方
）

○
取
得
可
能
資
格
：

◦	

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試

験
・
ワ
ー
プ
ロ
部
門　
３
級

・
表
計
算
部
門　
　
３
級

◦
日
商
簿
記
検
定　
３
級

○�

訓
練
日
程
：
５
月
28
日（
火
）～
９
月
27

日（
金
）９
：
00
～
16
：
30

※
土
日
祝
は
休
講

○�

訓
練
会
場
：
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー（
川
本
町
川
本
２
６
５

－

３　
川
本

合
同
庁
舎
２
Ｆ
）

○
入
校
検
定
：
５
月
16
日（
木
）11
：
00

　
川
本
合
同
庁
舎
５
Ｆ
・
５
０
４
会
議
室

・
面
接
及
び
筆
記
試
験

○
合
格
発
表
：
５
月
21
日（
火
）

○
募
集
期
限
：
５
月
10
日（
金
）

○�

応
募
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
相

談
の
う
え
、
入
校
願
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

	

☎
０
８
５
６

－

22

－

２
４
５
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
約
9
万

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
約

３
０
０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

	
https://w

w
w
.ouj.ac.jp/

○
入
学
説
明
会
・
相
談
会（
浜
田
会
場
）

・
日
時
：	

７
月
13
日（
土
）14
時
～
、
8
月
16

日（
金
）14
時
～　
※
個
別
相
談

・
場
所
：	

県
立
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー（
浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６

－

１
い
わ
み
～
る
内
）

○
出
願
期
間

　
第
1
回
：
８
月
31
日（
土
）ま
で

　
第
２
回
：
９
月
20
日（
金
）ま
で

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
５
２

－

28

－

５
５
０
０

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場

で
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年（
日
本
人
・
外

国
人
）が
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登
山
な

ど
の
野
外
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
友
情
を

深
め
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て「
新
し
い
仲

間
と
の
出
会
い
」の
楽
し
さ
や
、
友
だ
ち
と

協
力
し
助
け
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

○
期
間
：
７
月
30
日（
火
）～

	

８
月
３
日（
土
）４
泊
５
日

○
場
所
：	

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー（
静
岡
県
富
士
宮
市
根
原
１
）

○
対
象
：
小
学
３
年
生
～
６
年
生

○
定
員
：
日
本
人
80
人
・
外
国
人
20
人

○
内
容
：	

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
・
野

外
炊
飯
体
験
、
星
空
観
察
な
ど

○
参
加
費（
２
０
１
９
年
３
月
現
在
）：

	

広
島
駅
発
７
４
，０
０
０
円

○
申
込
締
切
：
７
月
５
日（
金
）

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

	

☎
03

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

お
知
ら
せ

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
石
綿
に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働

局
又
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

	

☎
０
８
５
２

－

31

－

１
１
５
９

　
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

	

☎
０
８
５
５

－

22

－

１
８
４
０

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
春
期
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
会
社
説
明
や

仕
事
内
容
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
浜
田
会
場
〉

日
時
：
５
月
19
日（
日
）13
時
～
16
時

会
場
：
県
立
石
見
武
道
館

	

（
浜
田
市
黒
川
町
３
７
３
５
）

内
容
：
約
50
社
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

※	

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
と

共
催

〈
松
江
会
場
〉

日
時
：
６
月
２
日（
日
）11
時
～
16
時

会
場
：
く
に
び
き
メ
ッ
セ

	

（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２

－

１
）

内
容
：	

約
１
４
０
社
に
よ
る
合
同
企
業
説

明
会

○
対
象
者
：

・	

２
０
２
０
年
３
月
大
学（
院
含
む
）、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

等
の
卒
業
予
定
者

・
未
就
職
卒
業
者（
既
卒
３
年
以
内
）

・
県
内
就
職
を
希
望
す
る
方

○�

参
加
企
業
：「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」

の
サ
イ
ト
に
掲
載

　
　
　

	https://w
w
w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

問�

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね（
公
益
財
団
法
人

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

	

☎
０
１
２
０

－

67

－

４
５
１
０

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 17 0 0 川
本
町（1） （8） （0） （1）

0 32 0 0 川
本
町

累
計（0）（35）（0） （1）

1 83 5 4 郡
内

累
計（2）（194）（12）（5）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
平
成
31
年
3
月
末
）



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 5 月

《４月の納税》
◆固定資産税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料

《５月の納税》
◆軽自動車税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料

※��必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診
：�公民館
：悠邑ふるさと会館
：図書館
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校
：保育所
：ドクターカー巡回
：休日診療情報（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･谷･市井

原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

28 29 30 1 2 3 4
昭和の日 国民の休日 即位の日 国民の休日

芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00

憲法記念日
休日直接搬入
　�（一般家庭ごみ
に限る）

みどりの日

��邑智病院　　
加藤病院

��邑智病院　　
大隅医院

��邑智病院　　
河野医院

��三上医院　　
波多野診療所

��邑智病院　　
加藤病院

��邑智病院　　
加藤病院

��邑智病院　　
加藤病院

5 6 7 8 9 10 11
こどもの日 振替休日 川本町あいさつの

日
�カン・ビン・不
燃ごみ・新聞・
雑誌・段ボール
（A地域）

北公サロン
　（コーヒーの日）
／
　�健康相談＆おでかけ
図書館デー（北公民
館）9：30～10：00
あそびのひろば
　10：00～11：30
ゆうゆうカフェ（あさぎ
りの家）14：00～15：00
�カン・ビン・不燃ごみ・
新聞・雑誌・段ボール
（B地域）

／
　断酒会
　19：00～21：00
�カン・ビン・不
燃ごみ・新聞・
雑誌・段ボール
（C地域）

おはなしカフェ
　10：00～11：30

北公サロン
　（スープの日）

��前眼科医院　
加藤病院

��三上医院　　
加藤病院

12 13 14 15 16 17 18
／
　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
（西公民館）
　13：10～13：40

／
　�あそびのひろば
＆乳幼児相談
　10：00～11：30
／
　�健康相談
　11：00～11：30

あそびのひろば
　10：00～11：30
�キッズ☆トレー
ニング（2・3年）
16：00～17：00

��星ヶ丘クリニック
大隅医院

19 20 21 22 23 24 25
食育の日
しまね家庭の日

�キッズ☆キッチ
ン（3・4年）
　16：00～17：00

北公サロン
　（調理実習）

�邑智郡小体連・
郡陸上大会
　（川本中学校）
�キッズ☆スタジ
アム（2・3年）
　16：00～17：00

／
　�あそびのひろば
＆えほんのじかん
　10：00～11：30
無料法律相談
　14：00～16：00

��邑智病院　　
波多野診療所

26 27 28 29 30 31
川本町防災訓練 �キッズ☆キッチ

ン（5・6年）
　16：00～17：00

�ベビーマッサー
ジ＆リフレッシュ
教室
　10：00～11：30
無料法律相談
（川本簡易裁判所）
10：00～12：00
13：00～15：00��上田医院　　

加藤病院

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

5/11㈯～5/20㈪
春の全国交通安全運動

5/28㈫～5/30㈭
町内狂犬病予防集合注射

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日 �休館日 �休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日 �休館日
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　平成31年４月１日付けで川本町に新規採用された４人の職員を紹介します。

川本町の人口 平成31年３月31日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成31年３月中の異動状況

3,282人
（前月比 －25人）

（前年同期：3,333人）

合 　　計 男 1,541人（－12人）
女 1,741人（－13人）

転　入　49人 出　生　 1人 その他　 0人
転　出 70人 死　亡 5人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,487人
うち15歳未満    319人
世帯数           1,652戸

広
報
か
わ
も
と
　
４
月
　
№
576

平
成
31年

４
月
20日

発
行
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集
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　平成31年度が幕を開けて早々、４月１日に新たな元号「令和」が発表されました。人生で二度目の改元ですが、
当時の官房長官が平成を掲げるお馴染みのシーンをリアルタイムで観ていたという記憶が無いですね。当時８歳…。
今年度そして新元号になっても、広報かわもとをよろしくお願いいたします。

新副町長、新教育長が就任しました

平成30年７月豪雨災害の義援金・支援金お礼
　平成30年７月豪雨災害に際して、町内外の団体、個
人の方から義援金並びに支援金を頂戴いたしましたこ
とに心から感謝申し上げます。また、ふるさと納税に
おいても、災害支援寄付として多額のご寄付をいただ
き誠にありがとうございました。
　お寄せいただきました義援金等は、被災者の方々の
生活支援や川本町内の復旧・復興に活用させていただ
きます。
　なお、義援金等の募集は平成31年３月末をもって終
了しました。ご支援いただきありがとうございました。

平成31年度川本町新規採用職員紹介

竹
たけ
下
した
　珠

じゅ
奈
な

（町民生活課）
松江市出身

　イベントに積極的に参加
していきたいと思います。
よろしくお願いします。

藤
ふじ
原
はら
　玲

れい
子
こ

（健康福祉課）
奥出雲町出身

　早く川本町に馴染めるよ
う、地域の活動に積極的に
参加したいです。

小
お
笹
ざさ
　恵

え
奈
な

（健康福祉課）
松江市出身

　早く川本町に馴染めるよ
うに頑張ります。よろしく
お願いします。

横
よこ
宮
みや
　優

ゆう
佑
すけ

（まちづくり推進課）
川本町出身

　地元の川本のために精一
杯働いていきたいので、よ
ろしくお願いします。

◦義援金　59,253,408円
　川本町義援金配分委員会で配分額を決定
し、被災者の皆さまへ直接配分しました。
◦支援金　10,387,574円
　被災者支援や復旧事業のために活用させ
ていただいています。
◦ふるさと納税（災害支援寄付）
� 4,408,000円

副
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